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同志社女学校デントン・ハウスの平面構成・室内意匠の復原的検討
The Study of Restrative Planning and Design 
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図 4  　デントン・ハウス改築後の図面
（1958年、同志社女子大学史料室蔵）から作図
図 2   デントン・ハウス
（『同志社女子大学寮の100年』）






























































































本図は、デントンハウス改築時（1958年）の図面に、同志社女子大学史料室蔵写真、Ｆ.Ｂ. クラップ『ミス・デントン「同志社の宝」と呼ばれた女性の 60 年』
(同志社女子大学同志社同窓会、2007 年)の記述、現存家具等を基に作成した。部屋名称は、Ｆ.Ｂ. クラップ前掲書及び、改修時の図面の表記に従った。
双方に記載があった場合は、改築時図面の部屋名称を()で示した。


























































































































































































































































































Ｆ.Ｂ. クラップ『ミス・デントン「同志社の宝」と呼ばれた女性の 60 年』(同志社女子大学同志社同窓会、2007 年)の記述によれば、
デントンの居室は、台所上の階段の上にある小さな部屋で、窓が一つであった。他の居室は、外国人教師が使用した。














QueenAnne あるいは Chippendale のスタイルと考えられ
る（図42）。同志社女子中学高等部には、軽井沢彫の机が
現存している。個人の御宅には机・椅子がある17）。デント
ン・ハウスは、廊下、食堂や書斎までもが、西洋人が置い
て行った奇妙なテーブルやトランク、椅子、箪笥で埋まり、
日本に来たばかりの西洋人が適当なものを持ち帰ったとさ
れる18）。現在、遺品として現存する家具は、多様な種類が
ある。これらは、来日した西洋人達に使用されたものの一
部であったことが窺える。
おわりに 
　同志社女学校は、開校当初は、教室、学生・宣教師の住
居が一つの建物内にある寄宿舎であった。生徒数の増加に
伴い、教室・学生寮・宣教師館が別に建設された。そのな
かで、宣教師の住居兼ゲストハウスであるデントン・ハウ
スが建設された。
　デントン・ハウスは、明治初期の古材で建設された木造
洋風建築であり、さらにベランダを配するコロニアル様式
の住宅である。その内部空間は、中央の洋風の居間に床・
棚を配して古美術を飾った、和洋が融合する特質すべき意
匠であった。京都市において、新島旧邸・旧ベリー邸とと
もに、近代住宅史の変遷を考察する上で重要な建築である。
また、デントン・ハウスは、近代京都における宣教師・外
国人・同志社が使用する社交の場であり、日米における文
化交流の重要な拠点であった。西洋住宅のなかに日本の意
匠を巧みに織り交ぜたその建築空間は、日米の文化の融合
が建築として示された貴重な実例である。1960（昭和35）
年に取り壊された後もデントン・ハウスの古写真・遺品・
家具は、ゆかりの方々の手によって伝えられている。それ
らの資料の検討や家具の詳細な報告は、別稿に改めたい。
〈付記〉本稿は、中西美香「近代女学校寮を通してみた住
生活の洋風化―同志社女学校、デントン・ハウスを中心
に―」（2014年度同志社女子大学生活科学部人間生活学
科卒業論文）を基に、その後の知見を加えてまとめた。本
論文を仕上げるにあたって、本学坂本清音名誉教授にご尽
力を賜った。
　本学史料室島口寿美氏、史料室の皆様、同志社社史資料
センター小枝弘和氏、同志社女子中学高等学校元校長森一
郎氏、大下道氏、末光百合子氏に多くのご高配を賜った。
史料室蔵家具の実測・作図にあたっては、2014年度人間生
活学科住文化研究室 3年次生13名、笹川敦史・今倉智美氏
にご尽力いただいた。広島大学大学院水田丞助教には近代
建築史の立場からご教示をいただいた。
　本稿は、2015年度同志社女子大学個人研究「同志社の建
築資料を通してみた近代日本住宅史の展開―デントン・
ハウスの復原を中心に―」の成果による。
注
1 ）太田博太郎編『住宅近代史』雄山閣、1969年（坂本勝
比古「異人館」）
2）坂本清音・林貞子『同志社女子大学寮の100年』同志
社女子大学史料室、2006年。
3） 2）前掲書。P.16 日本ミッションの年会記録（1877年
6 月18日～22日）
4）F. B. クラップ『ミス・デントン「同志社の宝」と呼
ばれた女性の60年』2007年等。
5） 4）前掲書。デントン・ハウス訪問客の芳名録には、
内外からのデントン・ハウス訪問客が記される。
6）コロニアル式は基本的に南洋植民地（気候）に対応し
た住宅様式であり、周囲（前面だけでなく 3面）に部
屋の延長としてのベランダを持つ（『建築大辞典』）。
広島大学大学院水田丞助教からは、以下のようなご教
示をいただいた。デントン・ハウスと新島旧邸は、白
木の角柱が一階から二階まで通してあることに特徴が
ある。長崎や神戸の洋風住宅はペンキ塗の柱で、上下
階の境に水切りやベランダの床で切られている。一階
の床が板敷きであることも珍しい。外国人教師の住宅
としては、熊本洋学校教師館ジェーンズ邸（県指定、
明治 4年）、東京の明治学院、仙台の東北学院等があ
る。
7） 4）前掲書。
8） 1）前掲書。
9） 1）前掲書。
10） 4 ）前掲書。
11） 4 ）前掲書。
12）同志社女子大学2015年度四年次生松下直子氏の卒業論
文として進めている。本稿の執筆の過程で、松下氏に
ご教示を得た。
13） 4 ）前掲書。
14） 4 ）前掲書。
15） 4 ）前掲書。
16）『ミスデントン』デントン記念誌編纂委員会、1953年
同志社女子大学　学術研究年報　第 66 巻　2015年198
によれば、デントンの居室は「二階の東北隅の物入室
に等しい六畳たらずの小室、窓は唯東一方だけ、脚の
わるい先生の二階住ひの不自由さ。室には敷物もなく、
そまつなベッドが一つ、片隅に棚が備え付けてある。
知友の若干の写真額がたゞ一つの飾り、冬とて暖房は
ない、夏は蚊帳かわりの網戸、それも先生の手でつぎ
はぎだらけのが通風路の東の窓にはめられている、壁
には新聞紙が張ってあった。」とある。本稿における
デントンの部屋の復原図では、9.28㎡、京間では5.09
畳、江戸間計算では 6畳になる。窓も東一方にあり、
デントンの居室として想定することができる。
17）本論文執筆中に本学史料室にご寄贈いただいた。
18） 4 ）前掲書。
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